
教育観点による児童生徒の実態把握ツール『教育実践マトリクス』の開発と運用  

～2 年間の成果と課題～ 

大阪府立西浦支援学校 

主題設定の理由 

 大阪府立西浦支援学校（以下本校）では、全学部全学年全ての教育活動を支える基盤として独自の

指標『教育実践マトリクス』を活用している。この指標は児童生徒の実態把握および学習のねらいの

設定、年度の学習活動の評価、次年度への引き継ぎ資料、課題別グループ決定の参考資料として活用

している。入学から卒業まで一貫した指標で情報を引き継ぎ共有しながら学習活動を行うことを目的

としている。開校以来 3 年間継続活用しその成果を積み上げてきた。その中で、各種アンケートやデ

ータの分析から改訂を行ってきた。本報告ではそれらをまとめる。『教育実践マトリクス』は現状、本

校において使用しているが、その意義を考えればより多くの現場で活用されることが望ましいと考え

る。どこにいても同じ指標で子どもたちの成長を支援することが可能になればと考えている。『教育実

践マトリクス』という共通の基盤を持ちながら、各地域、各校、各教員の創意工夫をもって教育活動

が展開されることを願っている。その為には、広く公開し意見を求めより精度の高い指標を作ってい

くことが重要になる。本報告では、本校の取り組みの概要とその成果と課題をまとめ、今後の活用の

広がりの一助とすることを目的としている。 

 

実践の概要 

『教育実践マトリクス』とは 

 本校は、平成 27 年 1 月 1 日に設置され、同 4 月に開校した。その開校に際し、多様な生育歴、学

習環境で育ってきた多くの新入児童、生徒を受け入れるにあたり、教員が児童生徒の実態を把握する

ための共通の指標が必要であった。そこで考え出されたのが『教育実践マトリクス』である。『教育実

践マトリクス』は主に次の２点を目的に開発された本校独自のツールである。目的の第１は、児童生

徒の実態把握及び、それを基にした児童生徒一人一人に応じた適切な課題の設定を行うことである。

目的の第２は、教員・保護者・福祉機関などの児童生徒の関係者間における「児童生徒像」の共通認

識をよりスムーズに形成することである。 

 『教育実践マトリクス』の作成には、本校開校前に設置された「西浦支援学校開校準備室」および

その前身の「中河内・南河内新校ワーキンググループ（以後 WG と標記）」に配属された教員が当た

った。作成に当たっては、WG 所属の各教員自身および、各自の所属支援学校でのこれまでの教育実

践や児童生徒指導の経験を基に知的障がい支援学校における小中高 12 年間に行われる指導の内容を

収集した。そして収集した内容を学習指導要領と独立行政法人特別支援教育総合研究所による「キャ

リアプランニングマトリクス（試案）」と対照しながら本校の教育目標にも合致するよう分類、整理し

配列を行った。WG 内で幾度かの改訂を経て、つけてほしい力を 16 の項目（『教育実践マトリクス』

横軸）に分類し、その各項目内で扱われるべき具体的な内容を 12 のまとまり（『教育実践マトリクス』

縦軸）に分け、おおむね段階的になるよう配置した。このような経緯で出来上がったものが『教育実

践マトリクス』である。 

 

『教育実践マトリクス』の使用方法について 

 『教育実践マトリクス』の使用手順は次の通りである。まず、入学または進級により担任する児童

生徒が決まった段階で、『教育実践マトリクス』のつけてほしい力 16 の項目に沿って日々の指導の中

で行動観察を行う。この時、在校生については前年度の『教育実践マトリクス』の結果を確認したう

えで比較しながら行動観察を行うことになる。十分に行動観察を行った後、担任間で本年度の児童生

徒の実態に応じた項目がどこにあたるのかを話し合って決定する。この、話し合いこそが『教育実践

マトリクス』の肝となる部分である。担任教員はそれぞれ経験年数も得意分野も違う。その教員が同



じ観点で見立てを行い、共通認識を形成していく。実態に応じた項目が決まった後、その年度につけ

てほしい力の到達目標を 16 項目それぞれについて決定する。ここでも十分な話し合いが肝要となる。

「実態」および「ねらい」が決定すれば、それを基に個別の教育支援計画や各教科の個別の指導計画

を立てていくことになる。当然個別の教育支援計画作成にあたっては保護者との話し合いを持ち本人

及び保護者のニーズの聞き取りを行うことになる。ここでも必要に応じて『教育実践マトリクス』を

用いて担任と保護者が話し合い、個別の教育支援計画を作成していく。そうして作成された『教育実

践マトリクス』、「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」を基に日々の指導が行われていく。指導

に際しては各学部、各学年、各教科の実態に応じて課題別のグループ学習を行っている。その学習グ

ループについても『教育実践マトリクス』に付随するグループ判定ツールの結果が参考にされる。こ

のグループ判定ツールは各教科に必要な力を 16 項目から 2 つずつ抽出しその数値を基に各学部各学

年に応じた課題別グループの適正を判定するものである。ただし、この結果のみで決定するのではな

く、その他の環境要因と総合して合議の上で判定を行う。そして、日々の実践を終え再度担任団で学

年末時点での児童生徒の実態を再度『教育実践マトリクス』に記入し、次年度への引き継ぎ資料とす

る。このように行動観察・聞き取り（R）、個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成（P）、日々の

指導（D）、学年末の評価（C）、次年度への引き継ぎ（A）の R‐PDCA サイクルに基づいた運用を行

っているのである。 

 

平成 27 年度 大阪府立西浦支援学校における運用実態 

 平成 27 年度、開校と同時に全教職員に『教育実践マトリクス』を配布。それを基に児童生徒の行

動観察を行い、４月末に担任間で合議の上、各児童・生徒について実態と課題を『教育実践マトリク

ス』上に記入。その後５月の家庭訪問時には『教育実践マトリクス』を基に、保護者に本年度、児童

生徒が取り組むべき課題を提案、合議ののち修正を経て、正式に実態と課題を決定した。また、これ

に合わせて『教育実践マトリクス』を参考にした授業グループ（本校では各教科で課題別のグループ

学習を行っている）の人員構成を行った。年度途中においても、生徒の実態の変化や周囲の状況を鑑

み、学習グループの変更が必要となった場合には『教育実践マトリクス』を確認のうえ、グループの

再編成も行った。 

また、実際の使用を経て後述の各アンケート、データ収集、分析を行い、問題点の洗い出しと解決

に向けた改訂を平成 27 年度末に実施した。アンケートの結果から各学部の低学年重度生徒において

各領域の①以前を実態とする児童生徒が一定数在籍していることが明らかになった（資料③‐１）。

16 領域全てに①段階以前の目標項目を追加した。それに伴い、各領域の使用実績（資料③‐１）をふ

まえ、ねらいとした児童生徒の少ない項目を統合し各領域が 12段階になるように改訂した（資料⑤）。 

 

平成 28 年度大阪府立西浦支援学校における運用実態 

 平成 28 年度の運用方針、スケジュールは前年度と同様であった。在校生については、実態把握の

前段で昨年度のデータを参考にした。平成 28 年度の運用上の課題は、前年度行った改定の効果を評

価することと、より効果的な運用スケジュールの提案であった。 

 結果の詳細は後述するが、改訂により児童生徒が狙いとする項目の偏りが解消されることとなった。

そしてより効果的な運用については、年度末の評価だけでなく年度途中（夏季休業期間～2 学期頃）

に「見直し期間」を設けて各児童生徒の成長を評価し、必要に応じてねらいを設定し直すことが望ま

しいという結論に至った。 

 

各調査からみる運用状況の推移 

 平成 27 年度、28 年度共に全校研究として以下の調査を行った。 

調査①「マトリクスに関するアンケート」：マトリクスを用いた児童生徒の実態把握および課題の設



定、グループ編成など実際に活用を行った教職員による「マトリクス」の使用に関する意識調査アン

ケート。調査②マトリクス運用実態：マトリクスで算出された課題別学習の参考グループと実際のグ

ループ所属の一致不一致を調べる調査。調査③マトリクス集計：本校在籍の児童生徒の『教育実践マ

トリクス』による課題設定において、どの分野のどのセルが用いられているか、それぞれのセルを課

題とする児童生徒の人数を把握し、どの児童生徒の課題ともならないセルの存在の有無を確認するた

めの調査。以上 3 つの調査の比較と推移から以下で分析を行う。 

調査①では教員の『教育実践マトリクス』に関する意識が明らかになった。（資料②）初年度に比

べて使用することに対する不安感は減少し、良かったと感じている教員は微増している一方で、「話し

合いに役立てる」ことができたという回答は減少している。この結果を受けて、使用頻度の改訂が必

要であると考え H.28 の年度末に運用スケジュールの改訂を提案した。使用頻度を上げることで不安

感を解消し、「話し合い」の時間を多くとってもらうことが必要であると考えたからである。  

調査②では授業判定ツールとしての整合性を検証した。（資料④）学習グループ決定には使用可能

な教室数や一つの教室で学べる児童生徒数や児童生徒の関係性、障がい特性等多くの条件が組み合わ

される。その為、『教育実践マトリクス』のみでの判定は難しい。概ね一致率は 60～80％で推移して

いるが、特に児童数は少ないが展開数が多く学年団の実態の違いが大きく影響する小学部では一致率

が下がる傾向にある。あくまで参考値として取り扱われるべきであろう。ただし、設定された「ねら

い」を基に授業を組み立てていくことは有効であり、「ねらい」に応じた授業の年間計画や単元、授業

計画に活用されることが望ましいい。今後はそのような観点で『教育実践マトリクス』の授業決定ツ

ールを見ていくと共に、教材共有などの拡張機能を付加していくべきである。  

調査③では 2 年間で延べ 497 名の児童生徒に対し『教育実践マトリクス』を使用し、目標設定段階

において使用されなかったセルは一つもなかった。（資料③‐1、2）これは、『教育実践マトリクス』

が知的障がい支援学校においてその教育活動で扱うべき内容を網羅し、一定児童生徒の実態把握およ

びねらいの決定ツールとして機能しうることを示していると考える。また、H.27 のアンケートからよ

り児童生徒の実態に応じたツールとするため従来の①以前の課題を設定するべきであるという結論に

達した。それを受けて①以前の段階を各領域に設定し伴って目標とした児童生徒の少なかったセルを

複数整理統合した。（資料⑤）その結果として、児童生徒の目標としたセルの①への偏りは解消されて

いると言える。 

 

おわりに 

 ここまで見てきたように、教育的観点に基づく本校独自の実態把握および目標設定ツール『教育実

践マトリクス』は、知的障がいのある児童生徒の学習活動における実態把握および目標の設定につい

ては一定の効果が認められた。この指標を継続使用することで小学部から高等部まで教員および保護

者が共通理解を形成し一貫した指導が行えるものと考える。一方で課題として、使用手順の複雑さか

ら使用者の「慣れ」が必要であることも明らかになった。また、今回は一支援学校での使用実績にと

どまるため地域特性の影響は排除できない。そして、より使いやすく教育活動において使用場面の多

いツールとしていくことも課題である。本年度、本校では H.28 の研究成果を基に運用スケジュール

の見直しを行った。使用回数を増やすことで使用者の「慣れ」を生み出すものと期待している。さら

に、学習指導要領改訂を控え、本校では WG を立ち上げ、新学習指導要領とマトリクス各セルの関連

性を再確認している。そして、WG ではより使用しやすいツールとなるようなチェックリスト方式へ

の転換の準備も始めている。さらに、『教育実践マトリクス』と指導案や教材を教員相互が閲覧できる

共有システムの構築も準備している。今後は、個別の教育支援計画や個別の指導計画との連携を高め、

指導の手立てにつなげていく方針である。そして、広く地域の各学校園に知ってもらい使用実績を積

み重ねていきたい。将来的には府内、そして全国的に広がっていくことを目標としている。本報告が

その端緒となることを願っている。 



資料①『教育実践マトリクス』 
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③

②

①

□自分の要求（～をした
い、～がほしい等）を相
手に伝えることができる
（言葉、動作、カード等）
□簡単な感情を言葉や
絵カード、身振りなどで
伝えることができる

□簡単な発語によって要
求（ちょうだい等）を伝え
ることができる
□絵カードや身振りなど
を使って一定の要求
（ちょうだい等）を伝えるこ
とができる

□特定の相手に対して
感情表現（楽しい、怖い
等）を行うことができる
□特定の相手に対して
簡単な要求（ちょうだい
等）を伝えることができる

□周囲の人に対して感
情を伝えようとする（微笑
む、泣くなど）
□周囲の人に対して簡
単な要求（指さし等）を伝
えようとする

Ⅲ：伝統と文化の尊重

□芸術作品に自主的に
触れる機会を持ち、理解
を深めようとする
□伝統芸能などに自主
的に触れる機会を持ち、
理解を深めようとする

□芸術作品に興味関心
を持って鑑賞する
□伝統芸能などに興味
関心を持って鑑賞する

□身近な外国文化に興
味を持ち、意欲的に学ぼ
うとする
□より多くの伝統的な文
化を学び理解を深めよう
とする

□身近な外国文化を学
ぶ
□より多くの伝統的な文
化を学ぶ

□身近な外国文化に興
味を持つ
□より多くの伝統的な文
化に興味を持つ

□地域の伝統的な行事
（夏祭り、秋祭り等）に参
加することを楽しむ
□身の回りにある様々な
文化・伝統行事を行うこ
とを楽しむ（暦の祝日、食
事の風習等）

□地域の伝統的な行事
（夏祭り、秋祭り等）に興
味を持つ
□身の回りにある様々な
文化・伝統行事に興味を
持つ（暦の祝日、食事の
風習等）

□地域の伝統的な行事
（夏祭り、秋祭り等）を経
験する
□身の回りにある様々な
文化・伝統行事を知る
（暦の祝日、食事の風習
等）

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）で、
みんなで活動することを
楽しむ

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）の
活動に興味を持つ

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）の
雰囲気を味わう

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）を
経験する

Ⅱ：支援を求める力

□困った状況やそれが
予測されるとき、相談し
対処する習慣を身につけ
る
□急な変化による困難な
状況も周りの人に相談し
乗りきることができる
□相談できる相手や機
関を活用することができ
□困っている状況で相談
すべき相手が居る
□自分の苦手な状況を、
あらかじめ伝えることが
できる
□公的な機関に対する
知識を身につける

□自分が困ったときに、
周りの人にうまく伝えるこ
とができる
□自分の状況（～で～で
きない）や不調時（気持ち
が悪い、しんどい等）を周
りの人にうまく表現するこ
とができる

□自分が困ったときに、
どのようにすればうまく伝
わるかを考えることがで
きる
□自分の状況（～で～で
きない）や不調（気持ちが
悪い、しんどい等）を整理
してそれに応じて思いを
表現することができる
□自分が困ったときに、
自分がどのようなことで
困っているのか考えるこ
とができる
□自分の状況（～で～で
きない）や不調（気持ちが
悪い、しんどい等）を整理
してどのようにすればよ
いか考え、伝えることが
□自分が困ったときに
「手伝って」等、教員に助
けを求めることができる。
□自分の状況（～で～で
きない）や不調時（気持ち
が悪い、しんどい等）を相
手に伝えることができる

□自分なりの方法で自分
の意思（～と～がしたい、
～で～がほしい等）を伝
えることができる
□相手に伝わるまで、自
分の意思を伝えようとす
る

□言葉や絵カード、身振
り等、複数の手段を使っ
て相手に自分の意思を
伝えることができる
□複数の人に同様に理
解される方法で要求を伝
えることができる

□自分に対して話してい
る相手に注意を向けるこ
とができる
□相手の話（絵カードや
身振り、言葉等）を理解
することができる

□簡単な自分の気持ち
を自分なりの方法で伝え
る
□伝えられる自分の思い
を増やす

□担任や学年の教員や
身近な大人に興味を持
つ
□教員と一緒にあそぶこ
とを楽しむ
□人や顔の注視ができ
る

□担任や学年の教員や
身近な大人にの存在に
気づく
□教員と一緒にあそぶこ
とを経験する
□声がする方向を向くこ
とができる

FⅠ：働くことの意味を知る

□勤労の目的を明確に
する
□目的達成のための道
筋をイメージし、実践する

□就労を支える生活の
確立をめざす
□自分の力に応じた実
習先を選択できる
□進路決定に必要な自
己の理解を深める

□進路や社会生活に必
要なマナーや態度を状況
に応じてとることができる
□進路の情報や知識か
ら、進路の選択ができる
□実習を通じて自分の能
力を知り、伸ばそうとする

□進路や社会生活に必
要なマナーや態度を体験
を通して考える
□体験を通して進路選択
に必要な情報や知識を
得る

□進路や社会生活に必
要なマナーや態度を知る
□様々な進路があること
を知る

□手伝いや係活動をす
ることで、褒められる経
験を積み、自分の役割や
達成感を感じる
□一定期間（学期や通
年）一つの仕事（役割）を
やり通す

□決められた当番の仕
事（給食準備や配膳等）
を自分から進んで行うこ
とができる
□教員の手伝い（道具運
び等）を自分から進んで
することができる

□決められた当番の仕
事（給食準備や配膳等）
を行うことができる
□教員の言葉かけ等で、
手伝い（道具運び等）を
することができる

□教員と一緒に簡単な
手伝い（道具運び等）が
できる
□教員と一緒に当番の
仕事（給食の配膳等）が
できる

□次の活動に必要なも
のを準備する
□活動の終わりに片付
けをする

□自分で出した物は自分
で片付ける
□自分の荷物（服や水
筒、連絡帳等）を自分で
出し入れする

□自分の所有物を概ね
理解する
□自分の荷物を教員の
支えのもと、自分で出し
入れする

Ⅳ：人とつながる力

□相談できる相手を見つ
ける
□適切なタイミングで相
談することができる

□自分の思いをより正確
に表現できる方法や手
段、語彙を増やす
□自分の意思伝達につ
いて確認し、適宜補足す
ることができる

□周りへの影響を考えて
表現やタイミングを選ぶ
ことができる
□様々な集団の中で自
身の思いと他者の思い
の違いを受け入れること
ができる

□自分の意思を色々な
方法で他者に伝えられる
□様々な集団の中で他
者の思いを受け入れるこ
とができる
□自分の言動が相手に
影響を与えることを知る

□様々な集団の中で自
分の意思を表現できる
□自分の意思を色々な
方法で表現できる

□様々な集団の中で、自
分の意思を表現すること
に興味を広げる。
□様々な集団を経験し、
人と関わることを楽しむ

□親しい友達と積極的に
かかわる。
□クラスや学年など身近
な友達と関わりを増やす

□簡単なやり取り（質問
に答える、頼まれごとを
行う等）をすることができ
る。

□自分のこと（身の回り
のこと、授業の課題）を自
分で行う

□教員の見守りや言葉
かけで授業や生活面の
課題に取り組むことがで
きる

□教員と一緒に授業や
生活面の課題に挑戦で
きる

□教員の寄り添いで授業
や生活面の課題に挑戦
することを受け入れる
□教室内に入ることがで
きる

Ⅲ：学び続ける姿勢

□授業や設定された課
題以外でも自分から学ぶ
姿勢を身につける
□自己の振り返りから改
善すべき課題を自分で見
つける
□課題に応じて自分なり
の方略を見つける

□新しい課題が苦手な
分野であっても挑戦する
ことができる
□興味を持続発展させる
ことができる

□自分の得意なこと・興
味を持てることについて、
上達するためにはどうす
ればいいのか考える
□自分が分からないとこ
ろを、調べたり他の人に
尋ねたりできる

□言葉かけなしで、課題
に取り組むことができる
□自分の得意なこと・興
味を持てることを見つけ
る

□少しの言葉かけで、課
題に取り組むことができ
る
□一つの課題をやり遂げ
る達成感を味わう

□学習に対する意欲を
高め、一つの課題をやり
きることができる

□難しい課題にも、繰り
返し、少しずつ取り組む
ことができる

□好きな活動や課題を
自ら行い、成功体験を積
む。

□様々な授業の活動に
意欲を持って取り組む
□授業内容や教材の変
化に気づき、楽しむ

□好きな授業で行うあそ
びや、制作を楽しんで活
動する

□授業で行うあそびや、
制作に興味を持つ

□授業で行うあそびや、
制作にふれる
□授業に参加することが
できる

Ⅱ：前に向かって進んでいく力

□将来（長期的な）の目
標に向けて段階的な目
標を設定し、達成に向け
て取り組むことができる
□将来の夢に向けて今
頑張ることを決め取り組
むことができる

□将来（長期的な）の目
標を設定することができ
る
□将来の夢がある

□目標達成に必要な情
報を得たり経験をつんだ
りする
□目標達成に向けて、積
極的に新しいことに挑戦
する

□目標に向けて、さまざ
まなことにチャレンジする
□目標達成のために、ア
ドバイスを受け入れたり
計画を変更したりできる
□目標を達成するには、
色々な方法があることを
知る

□長期(３年後・卒業後)
の目標をもち、達成する
ための方法を考える
□長期の目標をもち、必
要に応じて振り返りを行
うことができる

□近い未来への目標（体
育大会の徒競走で１位に
なりたい、等）を持つこと
ができる

□何段階か先（一日や一
週間等）の見通しを持っ
て行動することができる

□近い段階（次の授業や
活動）の見通しを持って
行動する
□見通しを持って、授業
に参加することができる

AⅠ：規則正しい生活習慣

□教員の促しで、食事の
マナーや食べ方に気をつ
けることができる
□教員の促しで、体力づ
くりのための運動（ランニ
ング等）をすることができ
る

□好き嫌いなく食べるこ
とができる
□一日の生活リズムを整
える
□様々なあそびを通し
て、体の動かし方を身に
つける

□食事のバランス、睡眠
時間、運動量と健康な生
活との関わりについて知
る
□病気の知識、予防、対
処法について知る

□自分の健康状態を知
る
□自分の体に必要な食
事と運動のバランスを維
持しようとする
□成長による自分の体
の変化を知り、自身の身
体に関心を持つ

□自分の体の状態を把
握し、必要な食事と運動
のバランスについて知る
□食事の好みに応じた
量の調整や、メニューの
選択を行う
□自分に必要な運動量
を知り、実践する

□成長に必要な食事の
バランスについて知る
□自分の食事の好みや
量を把握する
□自分に必要な運動量
を知る

□善悪を判断することが
できる
□集団が変わっても善悪
の判断ができる

□学部や学校等のルー
ルとその意味について
知っている
□場面や場所によって
ルールが違う場合がある
ことを知る

□場面が変わっても（校
外等）集団内のルールや
マナーを守って活動する
ことができる
□特定の教員（担任等）
がいなくてもルールを
守って活動することがで
きる

□自身の行動を振り返
り、改善ができる
□集団生活において、他
者理解を深める

□ルールと行動を照らし
合わせ、振り返りができ
る
□時間の管理ができる
□社会には法があること
を知る

CⅠ：規範意識を高める

□善悪を判断し、ルール
にそった行動がとれる
□集団や場面がかわっ
ても、自分で正しい判断
ができる

□様々な自然現象に興
味を持つ
□音楽や芸術作品に対
する興味の幅を広げる

Ⅲ：個性の伸長

□他者と違いのある自分
を受け入れる
□他者の良いところから
学ぶ

□友だちと協力して活動
する機会を増やす
□友だちとのかかわりの
中で、自分の得意なこと
を見つける

□苦手なものも自分で食
べることができる
□楽しみながら食事を行
う
□疲れたときには休養・
睡眠をとることができる
□あそびを通して、体を
動かすことを楽しむ

□支えがあれば水分摂
取や苦手なものも少しず
つ食べることができる
□日中に活動し、夜に眠
るリズムをつける
□体を動かして、あそぶ
ことを楽む

□好きなものを中心に、
食事を摂ることができる
□定時排尿ができる
□日中はしっかり活動し
て、夜にしっかり眠る

□食べることへの欲求が
ある
□日中の活動があり、夜
に眠ることができる
□定時排尿に取り組む

EⅠ：基礎的・基本的な知識、技能

□自己の意見を持ち、他
者と適切に関わり主体的
に生活する
□自分の行動を振り返り
報告するための文章が
書ける
□情報媒体から必要な
情報を取り出し、活用す
ることができる
□到着時刻から考えて計
画的に公共交通機関を
利用することができる
□予算にあった買い物を
計画することができる
□状況に応じた言葉遣い
をすることができる

□中期(週・月単位)の見
通しをもって行動できる
□説明書等を読んで理
解し器具の操作をした
り、知りたい情報を収集し
たりできる
□自分の気持ちや考えを
ことばにまとめることがで
きる
□短期(一日)の見通しを
もって行動できる
□買い物の際、合計金額
を計算したりお金のやり
とりをスムーズに行える
□自分の気持ちやその
日にあったことなどを、短
い文で表現したり発表し
たりできる
□簡単な計算やお金の
やりとり、時間がわかる
□簡単な文章を読み書き
できる
□自分の気持ちをことば
やしぐさで表現できる

□物を買うにはお金が必
要であることを知る
□お金を払う、おつりをも
らう等の買い物のやりと
りができる

□一日、一週間等の流れ
をつかんで生活する
□一日の中の時間を意
識して活動する（１０時か
ら授業、８時からテレビを
見る等）

□一日の流れや予定を
意識する（学校に行く、学
校にいって病院に行く等）
□家庭や学校での毎日
の活動を主体的に行う

□一人で身の回りの処理
ができる
□なぞりがきができる

□少ない支援で身の回り
のことができる
□形が分かる

□教員と一緒に身の回り
のことができる
□自分の名前がわかる

□教員と一緒に身の回り
のことに取り組める

□持続運動において
ペース配分を考え、調整
することができる
□周囲の状況に応じて、
運動の緩急を調整するこ
とができる
□ルールを理解して、
ゲーム性のある運動が
できる
□必要に応じて複数の
動きを組み合わせて運
動することができる
□怪我に注意して運動す
ることができる
□概ね指示に従って行
動することができる（待
つ、動くなど）

□手先や足先などの細
かな身体の動かし方につ
いて意識する
□どのようにすればより
効率よく身体を動かせる
ようになるのか学ぶ
□手本を見て動作の模
倣ができる

□いろいろなスポーツに
興味関心を持ち取り組も
うとする
□余暇活動として、自分
に合った運動を選び活動
できる

□体育用具（マット、跳び
箱、鉄棒、なわとび等）に
合わせた活動をすること
ができる
□様々な模倣（体操、ダ
ンス等）をすることができ
る

□自ら、食事のマナーや
食べ方に気をつけること
ができる
□自ら、体力づくりのた
めの運動（ランニング等）
をすることができる

□自分の生活を振り返
り、自主的に改善しようと
する
□余暇の過ごし方や時
間の切り替えなど適切な
過ごし方を自分で計画す
る

□身近な植物や動物に
ふれる
□絵（絵本）や音楽
（音）にふれる

□身近な植物や動物へ
の興味を深める
□絵（絵本）や音楽（音）
の楽しさ、おもしろさを感
じる

□教員の働きかけで身
近な植物や動物に興味
をもつ
□絵（絵本）や音（音楽）
に興味をもつ

□ものを指でつまむこと
ができる（つかむ）
□平坦な場所を１人で歩
く

Ⅱ：運動の調整

□向上心をもってスポー
ツに取り組む
□他者と競いながら運動
機能を向上させようとす
る

□特定の音楽に反応（微
笑み、振り向きなど）する
□特定のもの（おもちゃ
やえほん）に積極的にふ
れようとする
□好きな場所がある

□好きな音楽や遊具を
使った活動を、落ち着い
てすることができる
□自分が安心できる環
境（場所）で、しっかり活
動することができる

□好きな音楽やお気に
入りの遊具がある
□好きな遊びがある
□落ち着ける環境（クー
ルダウンできる方法）が
ある

□周囲の応援等で、苦手
なことも頑張って活動す
ることができる
□苦手なことにも短時間
向き合うことができる

□親しい友だち（クラスメ
イト等）の中で落ち着い
て活動することができる
□複数の教員（担任以外
等）と意思疎通ができる

□苦手なことにも、挑戦
しようとすることができる
□あきらめずに最後まで
がんばることができる

□特定の教員（担任等）
と一緒に活動することが
できる
□特定の教員（担任等）
と意思疎通ができる

□心や体の変化を理解
し、受け入れる
□感情や力のコントロー
ルを学ぶ
□不安な感情を表出して
処理する

□自分の身体が変化す
ることを知る
□自分の心の変化に気
づく
□自分の心身の状態を
把握する

□心身の体の成長を肯
定的に受け入れることが
できる。
□ストレスや不安を解消
する手段を持ち感情や力
をコントロールできる。
□将来を具体的に前向
きに考えることができる

□不安な感情が起こる状
況で、自分に合った対応
を知る
□ストレスを発散する方
法がある

□心や体の変化に対し
て、適切に対応できる
□感情や力をコントロー
ルしようとする

BⅠ：心の調整

□簡単なルールのある
ゲームができる
□言葉かけ等で複数の
動き（走って跳ぶ等）を連
続することができる
□簡単な動作の模倣が
できる

□言葉かけや合図で基
本的な運動（歩く、走る
等）をすることができる
□教員の動きを見て、自
分で体を動かす（体操
等）ことができる

□立った状態で衣服や
靴の着脱等を一人で行う
□階段や坂道の上り下り
を一人で行う

□衣服や靴の着脱等を
少しの支援で行う
□階段や坂道の上り下り
を少しの支援で行う

□衣服や靴の着脱等を
教員と一緒に行う
□階段や坂道の上り下り
を教員と一緒に行う

□自分の感情に合わせ
て歌ったり、踊ったりする
□経験したものや事柄を
自分なりの表現で描く

□音楽に合わせて手を
たたいたり、踊ったりする
ことを楽しむ
□好きなものを自分なり
の表現（みたて等）で描く

□自分で音を出したり、
音楽（曲）にあわせて体
を揺らしたりして楽しむ
□絵を描くことに興味を
もつ

□感情や経験、想像した
ことを音楽（歌、器楽、ダ
ンスなど）で表現すること
ができる
□感情や経験、想像した
ことを絵で表現すること
ができる

□様々な植物や動物に
興味を持つ
□多くのジャンルの絵や
音楽に触れる

□好きな植物や動物が
ある
□好きな音楽や絵等が
ある

Ⅱ：自然や美への情緒や感情の育み

□好意的に自然に触れ
る生活習慣を持つ
□好きな芸術の製作や
観賞を生活に取り入れる

□四季による身の回りの
環境変化を知る
□芸術の分類を知り、好
きな分類を探す
□芸術作品を制作し、技
術を向上させる

Ⅱ：助け合いを大切にする態度

□身の回りの物や動植
物の存在に気づく
□教員と一緒に身の回り
の物を丁寧に扱う

□身の回りの物や動植
物にふれる

□動植物の世話をするこ
とを楽しむ
□野菜等の収穫を楽し
みにして育てる

□動植物などが変化（成
長）することに気づく
□季節や天気などが変
化することを知る

□身の回りの植物の違
い（様々な種類があるこ
と）に気づく
□様々な生き物に興味を
持つ

□特定の教員（担任等）
との簡単な約束（～がで
きたら～をしよう等）を守
ることができる

□学部や学校などの
ルール（廊下を走らない
等）を守ることができる
□小集団の中で活動す
ることができる

□学級や学年などの
ルール（友だちを待つ、
集団に自分を合わせる
等）を守ることができる
□友だちの中で一緒に
活動することができる

□日常生活で必要な決
まり（手洗いをする・歯み
がきをする等）を守ること
ができる
□時間（始まりの時間、
終わりの時間等）を意識
することができる

□気持ちが安定している
ときには、教員と一緒に
一定時間待つことができ
る
□サインで待つが分か
り、行動を一時とめること
ができる
□着席できる

□教員と一緒に順番を守
ることができる
□見通しがもてれば教員
と一緒に一定時間待つこ
とができる

□共有の道具を扱うとき
のルールを知っている
□天気など自然現象や
自分の身体の変化やそ
の特徴について興味関
心を持つ

□自分のものや共有の
道具を大切にし、適切に
使うことができる
□動植物の良さや特徴
に気づき、興味関心を
もって接する

□身の回りのものや道具
を大切にし、適切に使う
ことができる
□動植物を大切にし、や
さしい心で接することが
できる

Ⅱ：自然や環境を大切にする

□日常生活での廃棄物
の処理方法、および自然
保護や動物愛護のルー
ルを守る

□日常生活での廃棄物
がどうなるか、および自
然保護や動物愛護の
ルールを理解する
□環境保全に必要な課
題を知る

□物や道具を扱うための
ルールを守って、大切に
扱うことができる
□動植物などの自然や
相手に敬意を払い、大切
にできる

□身近な道具やものを正
しく扱う
□身の回りの動植物に
興味を持って触れる

□自分がかけがえのな
い存在であることを知る
□自分と同様に他の人
の命を大切にできる

□自分と他者は違うこと
を受け入れることができ
る
□命の大切さを知る

□自分の得意なことに自
信をもって取り組む
□友だちのよいところに
気づく

DⅠ：自他の大切さを認める態度

□身のまわりの物や遊
具の存在に気づく
□身のまわりの人の存
在に気づく
□興味のあるものに手を
伸ばす

□友だちや周りの人が何
をしているのかに興味を
もつ
□周りの人が使っている
物や遊具に興味をもつ

□だれかのマネをする
□身近な友だちの存在に
気づく
□友だちと一緒の空間に
いることができる

□教員と友だちの中で一
緒に遊ぶ

□教員と1対１の関係の
中で遊ぶ
□友だちをつくることがで
きる

□自分と友だちの違いを
知る
□集団の中で色々な人と
の関わりを持つ

□自分の得意な活動に
積極的に参加できる
□自分の好きな活動に
積極的に参加できる

□身のまわりの物や遊
具であそぶことを楽しめ
る
□身のまわりの人に興味
をもつ

□同じクラスや同じグ
ループの児童生徒と同じ
場所で活動する
□身近な友だちに興味を
もつ

□特定の教員に関わりを
求める
□特定の教員と一緒の
空間にいることができる

□教員の見守りや言葉
かけで、できる活動を増
やす

□身近な大人に褒めら
れることで、「できた」喜
びを経験する
□身近な大人に褒めら
れることを目標に、活動
することができる

□教員と一緒に活動でき
ることを増やす

□「自分でできる」という
気持ちを持って活動する
□何事にも挑戦する気持
ちを持つ

□繰り返し取り組むこと
で、一人でできる活動を
増やす
□一人でできることに達
成感を持つ

□特定の教員（担任等）
となら、「やってみよう」と
思う気持ちを持つ

□得手不得手などの自
己理解を深める
□自分の得意分野で貢
献する喜びを知る
□自分らしさを求める

□友だちの得意なことを
知る
□友だちの良いところを
知る

□自分の好きな遊びや
遊具を増やす
□好きな物やあそびを自
分で選ぶ

□自分の得意なところ・
よいところを伸ばす
□友だちのよいところを
認める

□好きな物や遊具で、あ
そびを広げていく（ごっこ
あそび等）
□好きな物や遊具を教
員や友だちと一緒に楽し
むことができる

□集団の中で簡単な役
割を果たすことができる
□自分の役割を意識して
活動する

□友だちを誘って遊ぶ
□友だちのお世話をする
□自分から友だちへ関わ
ろうとする

□不特定多数の人と交
流し、活動の場を広げる
□周囲の人が困っている
ことに気付き、手伝うこと
ができる

□教員の急な手伝いなど
の指示であっても、やり
遂げることができる
□同じクラス、グループ
以外の児童生徒と協力
することを経験する

□特定の教員だけでなく
他の大人と関わることが
できる
□同じクラス、グループ
以外の児童生徒とも関わ
ることができる

□今大切なことは何かを
判断し、自分の感情や欲
求をコントロールしながら
集団や他者のために行
動することができる
□集団の中で自分の役
割を理解し、実践する

□集団全体を大きく見る
ことができる
□集団の中で自分の立
ち位置を理解し、得意な
ことを活かすことができる

□友だちと一緒に遊んだ
り、関わったりすることを
楽しむ

□常に自他の尊厳に配
慮した態度をとることが
できる
□人権を尊重する態度を
養う

□自他を大切にする心を
育てる
□人権について知る



 

資料② 教育実践マトリクスに関する調査 

質問項目 

  回答 

4 そう思う 3 少し思う 2 あまり思わない 1 思わない 

H.27 H.28 H.27 H.28 H.27 H.28 H.27 H.28 

①生徒の

実態把握

の話し合

いに役立

てること

ができた 

４０人 

 

３１％ 

29 人 

 

19% 

５８人 

 

４５％ 

54 人 

 

35% 

２６人 

 

２０％ 

50 人 

 

32% 

４人 

 

３％ 

21 人 

 

14% 

②良かっ

たと感じ

た点があ

る 

２０人 

 

１６％ 

24 人 

 

16% 

６４人 

 

５０％ 

78 人 

 

53% 

２９人 

 

２２％ 

37 人 

 

25% 

５人 

 

４％ 

8 人 

 

5% 

③分かり

にくかっ

た点があ

る 

３０人 

 

２３％ 

33 人 

 

23% 

６６人 

 

５１％ 

71 人 

 

49% 

２４人 

 

１９％ 

29 人 

 

20% 

３人 

 

２％ 

13 人 

 

9% 

④不安な

点がある 

１８人 

 

１４％ 

30 人 

 

21% 

６３人 

 

４９％ 

56 人 

 

40% 

２６人 

 

２０％ 

34 人 

 

24% 

９人 

 

７％ 

21 人 

 

15% 

＊「無回答」があったため各質問の％の合計が 100 未満になっている。 

 赤が前年度より増加、青が前年度より減少を示している。 

 

 

資料③－１ H.27 マトリクス分布表 

 

 

資料③‐２ H.28 マトリクス分布表 

 

 

 

 

 

 

A1 A2 B1 B2 C1 C2 C3 D1 D2 E1 E2 E3 E4 F1 F2 F3 合計
12 6 12 2 2 20 6 3 7 11 8 4 4 6 2 5 4 102
11 4 15 4 12 7 3 8 6 7 6 4 4 6 6 12 4 108
10 9 26 21 8 11 20 11 12 10 11 4 14 9 7 13 3 189
9 12 13 13 19 16 22 16 11 20 26 11 20 8 11 11 8 237
8 21 5 17 14 16 20 24 8 23 25 13 24 9 16 10 17 262
7 28 21 15 28 21 24 20 28 13 21 25 16 20 23 32 28 363
6 31 40 46 49 24 14 21 38 17 10 32 13 30 27 50 24 466
5 34 36 34 29 19 21 37 41 18 30 23 25 59 52 12 20 490
4 23 19 31 18 24 15 20 10 25 33 28 26 21 34 20 31 378
3 19 17 16 12 22 23 17 30 30 18 37 27 15 7 16 36 342
2 26 12 12 10 27 35 31 23 26 21 21 25 27 8 21 27 352
1 5 5 7 17 11 15 6 4 18 9 16 20 8 25 16 16 198

合計 218 221 218 218 218 218 214 218 218 218 218 218 218 218 218 218 0

A1 A2 B1 B2 C1 C2 C3 D1 D2 E1 E2 E3 E4 F1 F2 F3 合計

12 2 10 4 6 7 2 4 0 3 2 1 3 1 1 2 1 49

11 5 14 6 4 16 17 18 8 11 14 2 12 3 1 11 5 147

10 14 28 9 16 19 21 19 9 29 30 8 15 8 6 7 8 246

9 14 15 20 21 23 24 18 27 15 24 16 22 26 12 12 16 305

8 25 29 30 39 20 23 22 25 24 22 40 19 22 33 38 28 439
7 40 45 44 56 37 20 27 51 22 13 22 18 37 36 52 30 550

6 41 42 49 38 30 31 46 45 41 32 32 36 48 50 24 23 608
5 38 34 43 28 26 24 27 30 37 51 47 33 34 49 24 40 565

4 45 35 29 13 28 25 37 27 25 32 36 32 22 18 41 45 490
3 36 20 26 20 34 35 39 32 30 37 34 39 51 14 33 38 518

2 10 6 13 28 27 43 17 16 34 19 36 42 18 44 26 29 408
1 9 1 6 10 12 14 5 9 8 3 5 8 9 15 9 16 139

合計 279 279 279 279 279 279 279 279 279 279 279 279 279 279 279 279 0



資料④ マトリクス運用実態（学習グループ一致率）＊単位は（人） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 

グループ ⅠG ⅡG ⅢG ⅣG ⅤG Ⅵ

G 

ⅦG Ⅷ

G 

ⅠG ⅡG ⅢG ⅣG Ⅴ

G 

ⅥG ⅦG Ⅷ

G 

小学部 

（合計） 

12 14 14 10 8 8 10 6 8 8 8 8 12 10 14 12 

（一致） 6 10 11 2 2 0 6 0 0 6 6 1 0 4 2 0 

（不一致） 6 4 3 8 6 8 4 6 8 2 2 7 12 6 12 16 

一致率 50% 71% 79% 20% 25% 0% 60% 0% 0% 75% 75% 13% 0% 40% 14% 0% 

中学部 

（合計） 

172 225 63 80     143 219 72 101     

（一致） 131 149 40 62     83 132 58 74     

（不一致） 41 76 23 18     60 81 14 27     

一致率 76% 66% 63% 78%     58% 60% 81% 73%     

高等部 

（合計） 

219 326 266 155     210 359 364 293     

（一致） 206 298 187 101     173 309 308 241     

（不一致） 13 28 79 54     37 50 56 52     

一致率 94% 91% 70% 65%     82% 86% 85% 82%     

資料⑤ マトリクス改訂 

 

＊緑のセルは新たに追加したセル、ピンクのセルは改定に伴い文言を追加したセル、茶色のセルは統合整理し

たセルである。 

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

ね
ら
い

⑫ 12

⑪ 11

⑩ 10

⑨ 9

⑧ 8

⑦ 7

⑥ 6

⑤ 5

④ 4

③ 3

② 2

① 1

□自分の要求（～をし
たい、～がほしい等）を
相手に伝えることがで
きる（言葉、動作、カー
ド等）
□簡単な感情を言葉
や絵カード、身振りなど
で伝えることができる

□簡単な発語によって
要求（ちょうだい等）を
伝えることができる
□絵カードや身振りな
どを使って一定の要求
（ちょうだい等）を伝え
ることができる

□特定の相手に対して
感情表現（楽しい、怖
い等）を行うことができ
る
□特定の相手に対して
簡単な要求（ちょうだい
等）を伝えることができ
る

□周囲の人に対して感
情を伝えようとする（微
笑む、泣くなど）
□周囲の人に対して簡
単な要求（指さし等）を
伝えようとする

Ⅲ：伝統と文化の尊重

□芸術作品に自主的
に触れる機会を持ち、
理解を深めようとする
□伝統芸能などに自
主的に触れる機会を持
ち、理解を深めようとす
る

□芸術作品に興味関
心を持って鑑賞する
□伝統芸能などに興
味関心を持って鑑賞す
る

□身近な外国文化に
興味を持ち、意欲的に
学ぼうとする
□より多くの伝統的な
文化を学び理解を深め
ようとする

□身近な外国文化を
学ぶ
□より多くの伝統的な
文化を学ぶ

□身近な外国文化に
興味を持つ
□より多くの伝統的な
文化に興味を持つ

□地域の伝統的な行
事（夏祭り、秋祭り等）
に参加することを楽し
む
□身の回りにある様々
な文化・伝統行事を行
うことを楽しむ（暦の祝
日、食事の風習等）

□地域の伝統的な行
事（夏祭り、秋祭り等）
に興味を持つ
□身の回りにある様々
な文化・伝統行事に興
味を持つ（暦の祝日、
食事の風習等）

□地域の伝統的な行
事（夏祭り、秋祭り等）
を経験する
□身の回りにある様々
な文化・伝統行事を知
る（暦の祝日、食事の
風習等）

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）
で、みんなで活動する
ことを楽しむ

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）
の活動に興味を持つ

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）
の雰囲気を味わう

□季節ごとの行事（七
夕、お正月、節分等）を
経験する

Ⅱ：支援を求める力

□困った状況やそれが
予測されるとき、相談し
対処する習慣を身につ
ける
□急な変化による困難
な状況も周りの人に相
談し乗りきることができ
る
□相談できる相手や機
関を活用することがで□困っている状況で相
談すべき相手が居る
□自分の苦手な状況
を、あらかじめ伝えるこ
とができる
□公的な機関に対する
知識を身につける

□自分が困ったとき
に、周りの人にうまく伝
えることができる
□自分の状況（～で～
できない）や不調時（気
持ちが悪い、しんどい
等）を周りの人にうまく
表現することができる

□自分が困ったとき
に、どのようにすればう
まく伝わるかを考える
ことができる
□自分の状況（～で～
できない）や不調（気持
ちが悪い、しんどい等）
を整理してそれに応じ
て思いを表現すること
ができる□自分が困ったとき
に、自分がどのような
ことで困っているのか
考えることができる
□自分の状況（～で～
できない）や不調（気持
ちが悪い、しんどい等）
を整理してどのように
すればよいか考え、伝
えることができる□自分が困ったときに
「手伝って」等、教員に
助けを求めることがで
きる。
□自分の状況（～で～
できない）や不調時（気
持ちが悪い、しんどい
等）を相手に伝えること
ができる
□自分なりの方法で自
分の意思（～と～がし
たい、～で～がほしい
等）を伝えることができ
る
□相手に伝わるまで、
自分の意思を伝えよう
とする

□言葉や絵カード、身
振り等、複数の手段を
使って相手に自分の意
思を伝えることができ
る
□複数の人に同様に
理解される方法で要求
を伝えることができる

□自分に対して話して
いる相手に注意を向け
ることができる
□相手の話（絵カード
や身振り、言葉等）を
理解することができる

□簡単な自分の気持
ちを自分なりの方法で
伝える
□伝えられる自分の思
いを増やす

□担任や学年の教員
や身近な大人に興味を
持つ
□教員と一緒にあそぶ
ことを楽しむ
□人や顔の注視がで
きる

□担任や学年の教員
や身近な大人にの存
在に気づく
□教員と一緒にあそぶ
ことを経験する
□声がする方向を向く
ことができる

FⅠ：働くことの意味を知る

□勤労の目的を明確
にする
□目的達成のための
道筋をイメージし、実践
する

□就労を支える生活の
確立をめざす
□自分の力に応じた実
習先を選択できる
□進路決定に必要な
自己の理解を深める

□進路や社会生活に
必要なマナーや態度を
状況に応じてとること
ができる
□進路の情報や知識
から、進路の選択がで
きる
□実習を通じて自分の
能力を知り、伸ばそうと
する□進路や社会生活に
必要なマナーや態度を
体験を通して考える
□体験を通して進路選
択に必要な情報や知
識を得る

□進路や社会生活に
必要なマナーや態度を
知る
□様々な進路があるこ
とを知る

□手伝いや係活動を
することで、褒められる
経験を積み、自分の役
割や達成感を感じる
□一定期間（学期や通
年）一つの仕事（役割）
をやり通す

□決められた当番の
仕事（給食準備や配膳
等）を自分から進んで
行うことができる
□教員の手伝い（道具
運び等）を自分から進
んですることができる

□決められた当番の
仕事（給食準備や配膳
等）を行うことができる
□教員の言葉かけ等
で、手伝い（道具運び
等）をすることができる

□教員と一緒に簡単な
手伝い（道具運び等）
ができる
□教員と一緒に当番の
仕事（給食の配膳等）
ができる

□次の活動に必要なも
のを準備する
□活動の終わりに片付
けをする

□自分で出した物は自
分で片付ける
□自分の荷物（服や水
筒、連絡帳等）を自分
で出し入れする

□自分の所有物を概
ね理解する
□自分の荷物を教員
の支えのもと、自分で
出し入れする

Ⅳ：人とつながる力

□相談できる相手を見
つける
□適切なタイミングで
相談することができる

□自分の思いをより正
確に表現できる方法や
手段、語彙を増やす
□自分の意思伝達に
ついて確認し、適宜補
足することができる

□周りへの影響を考え
て表現やタイミングを
選ぶことができる
□様々な集団の中で
自身の思いと他者の
思いの違いを受け入
れることができる

□自分の意思を色々
な方法で他者に伝えら
れる
□様々な集団の中で
他者の思いを受け入
れることができる
□自分の言動が相手
に影響を与えることを
知る
□様々な集団の中で
自分の意思を表現でき
る
□自分の意思を色々
な方法で表現できる

□様々な集団の中で、
自分の意思を表現する
ことに興味を広げる。
□様々な集団を経験
し、人と関わることを楽
しむ

□親しい友達と積極的
にかかわる。
□クラスや学年など身
近な友達と関わりを増
やす

□簡単なやり取り（質
問に答える、頼まれご
とを行う等）をすること
ができる。

□自分のこと（身の回
りのこと、授業の課題）
を自分で行う

□教員の見守りや言
葉かけで授業や生活
面の課題に取り組むこ
とができる

□教員と一緒に授業や
生活面の課題に挑戦
できる

□教員の寄り添いで授
業や生活面の課題に
挑戦することを受け入
れる
□教室内に入ることが
できる

Ⅲ：学び続ける姿勢

□授業や設定された課
題以外でも自分から学
ぶ姿勢を身につける
□自己の振り返りから
改善すべき課題を自分
で見つける
□課題に応じて自分な
りの方略を見つける

□新しい課題が苦手な
分野であっても挑戦す
ることができる
□興味を持続発展させ
ることができる

□自分の得意なこと・
興味を持てることにつ
いて、上達するために
はどうすればいいのか
考える
□自分が分からないと
ころを、調べたり他の
人に尋ねたりできる

□言葉かけなしで、課
題に取り組むことがで
きる
□自分の得意なこと・
興味を持てることを見
つける

□少しの言葉かけで、
課題に取り組むことが
できる
□一つの課題をやり遂
げる達成感を味わう

□学習に対する意欲を
高め、一つの課題をや
りきることができる

□難しい課題にも、繰
り返し、少しずつ取り組
むことができる

□好きな活動や課題を
自ら行い、成功体験を
積む。

□様々な授業の活動
に意欲を持って取り組
む
□授業内容や教材の
変化に気づき、楽しむ

□好きな授業で行うあ
そびや、制作を楽しん
で活動する

□授業で行うあそび
や、制作に興味を持つ

□授業で行うあそび
や、制作にふれる
□授業に参加すること
ができる

Ⅱ：前に向かって進んでいく力

□将来（長期的な）の
目標に向けて段階的な
目標を設定し、達成に
向けて取り組むことが
できる
□将来の夢に向けて
今頑張ることを決め取
り組むことができる

□将来（長期的な）の
目標を設定することが
できる
□将来の夢がある

□目標達成に必要な
情報を得たり経験をつ
んだりする
□目標達成に向けて、
積極的に新しいことに
挑戦する

□目標に向けて、さま
ざまなことにチャレンジ
する
□目標達成のために、
アドバイスを受け入れ
たり計画を変更したり
できる
□目標を達成するに
は、色々な方法がある
ことを知る□長期(３年後・卒業
後)の目標をもち、達成
するための方法を考え
る
□長期の目標をもち、
必要に応じて振り返り
を行うことができる

□近い未来への目標
（体育大会の徒競走で
１位になりたい、等）を
持つことができる

□何段階か先（一日や
一週間等）の見通しを
持って行動することが
できる

□近い段階（次の授業
や活動）の見通しを
持って行動する
□見通しを持って、授
業に参加することがで
きる

AⅠ：規則正しい生活習慣

□教員の促しで、食事
のマナーや食べ方に
気をつけることができ
る
□教員の促しで、体力
づくりのための運動（ラ
ンニング等）をすること
ができる

□好き嫌いなく食べる
ことができる
□一日の生活リズムを
整える
□様々なあそびを通し
て、体の動かし方を身
につける

□食事のバランス、睡
眠時間、運動量と健康
な生活との関わりにつ
いて知る
□病気の知識、予防、
対処法について知る

□自分の健康状態を
知る
□自分の体に必要な
食事と運動のバランス
を維持しようとする
□成長による自分の体
の変化を知り、自身の
身体に関心を持つ

□自分の体の状態を
把握し、必要な食事と
運動のバランスについ
て知る
□食事の好みに応じた
量の調整や、メニュー
の選択を行う
□自分に必要な運動
量を知り、実践する
□成長に必要な食事
のバランスについて知
る
□自分の食事の好み
や量を把握する
□自分に必要な運動
量を知る

□善悪を判断すること
ができる
□集団が変わっても善
悪の判断ができる

□学部や学校等の
ルールとその意味につ
いて知っている
□場面や場所によって
ルールが違う場合があ
ることを知る

□場面が変わっても
（校外等）集団内の
ルールやマナーを守っ
て活動することができ
る
□特定の教員（担任
等）がいなくてもルール
を守って活動すること
ができる

□自身の行動を振り返
り、改善ができる
□集団生活において、
他者理解を深める

□ルールと行動を照ら
し合わせ、振り返りが
できる
□時間の管理ができる
□社会には法があるこ
とを知る

CⅠ：規範意識を高める

□善悪を判断し、ルー
ルにそった行動がとれ
る
□集団や場面がか
わっても、自分で正し
い判断ができる

□様々な自然現象に
興味を持つ
□音楽や芸術作品に
対する興味の幅を広
げる

Ⅲ：個性の伸長

□他者と違いのある自
分を受け入れる
□他者の良いところか
ら学ぶ

□友だちと協力して活
動する機会を増やす
□友だちとのかかわり
の中で、自分の得意な
ことを見つける

□苦手なものも自分で
食べることができる
□楽しみながら食事を
行う
□疲れたときには休
養・睡眠をとることがで
きる
□あそびを通して、体
を動かすことを楽しむ
□支えがあれば水分
摂取や苦手なものも少
しずつ食べることがで
きる
□日中に活動し、夜に
眠るリズムをつける
□体を動かして、あそ
ぶことを楽む

□好きなものを中心
に、食事を摂ることが
できる
□定時排尿ができる
□日中はしっかり活動
して、夜にしっかり眠る

□食べることへの欲求
がある
□日中の活動があり、
夜に眠ることができる
□定時排尿に取り組む

EⅠ：基礎的・基本的な知識、技

能

□自己の意見を持ち、
他者と適切に関わり主
体的に生活する
□自分の行動を振り返
り報告するための文章
が書ける
□情報媒体から必要な
情報を取り出し、活用
することができる
□到着時刻から考えて
計画的に公共交通機
関を利用することがで
きる
□予算にあった買い物
を計画することができ
る
□状況に応じた言葉遣
いをすることができる
□中期(週・月単位)の
見通しをもって行動で
きる
□説明書等を読んで理
解し器具の操作をした
り、知りたい情報を収
集したりできる
□自分の気持ちや考
えをことばにまとめるこ
とができる□短期(一日)の見通し
をもって行動できる
□買い物の際、合計金
額を計算したりお金の
やりとりをスムーズに
行える
□自分の気持ちやそ
の日にあったことなど
を、短い文で表現した
り発表したりできる□簡単な計算やお金
のやりとり、時間がわ
かる
□簡単な文章を読み
書きできる
□自分の気持ちをこと
ばやしぐさで表現でき
る

□物を買うにはお金が
必要であることを知る
□お金を払う、おつりを
もらう等の買い物のや
りとりができる

□一日、一週間等の流
れをつかんで生活する
□一日の中の時間を
意識して活動する（１０
時から授業、８時から
テレビを見る等）

□一日の流れや予定
を意識する（学校に行
く、学校にいって病院
に行く等）
□家庭や学校での毎
日の活動を主体的に
行う

□一人で身の回りの処
理ができる
□なぞりがきができる

□少ない支援で身の
回りのことができる
□形が分かる

□教員と一緒に身の回
りのことができる
□自分の名前がわか
る

□教員と一緒に身の回
りのことに取り組める

□持続運動において
ペース配分を考え、調
整することができる
□周囲の状況に応じ
て、運動の緩急を調整
することができる
□ルールを理解して、
ゲーム性のある運動が
できる
□必要に応じて複数の
動きを組み合わせて運
動することができる
□怪我に注意して運動
することができる
□概ね指示に従って行
動することができる（待
つ、動くなど）

□手先や足先などの
細かな身体の動かし方
について意識する
□どのようにすればよ
り効率よく身体を動か
せるようになるのか学
ぶ
□手本を見て動作の
模倣ができる

□いろいろなスポーツ
に興味関心を持ち取り
組もうとする
□余暇活動として、自
分に合った運動を選び
活動できる

□体育用具（マット、跳
び箱、鉄棒、なわとび
等）に合わせた活動を
することができる
□様々な模倣（体操、
ダンス等）をすることが
できる

□自ら、食事のマナー
や食べ方に気をつける
ことができる
□自ら、体力づくりのた
めの運動（ランニング
等）をすることができる

□自分の生活を振り返
り、自主的に改善しよう
とする
□余暇の過ごし方や時
間の切り替えなど適切
な過ごし方を自分で計
画する

□身近な植物や動
物にふれる
□絵（絵本）や音楽
（音）にふれる

□身近な植物や動物
への興味を深める
□絵（絵本）や音楽
（音）の楽しさ、おもしろ
さを感じる

□教員の働きかけで
身近な植物や動物に
興味をもつ
□絵（絵本）や音（音
楽）に興味をもつ

□ものを指でつまむこ
とができる（つかむ）
□平坦な場所を１人で
歩く

Ⅱ：運動の調整

□向上心をもってス
ポーツに取り組む
□他者と競いながら運
動機能を向上させよう
とする

□特定の音楽に反応
（微笑み、振り向きな
ど）する
□特定のもの（おも
ちゃやえほん）に積極
的にふれようとする
□好きな場所がある

□好きな音楽や遊具を
使った活動を、落ち着
いてすることができる
□自分が安心できる環
境（場所）で、しっかり
活動することができる

□好きな音楽やお気に
入りの遊具がある
□好きな遊びがある
□落ち着ける環境
（クールダウンできる方
法）がある

□周囲の応援等で、苦
手なことも頑張って活
動することができる
□苦手なことにも短時
間向き合うことができる

□親しい友だち（クラス
メイト等）の中で落ち着
いて活動することがで
きる
□複数の教員（担任以
外等）と意思疎通がで
きる

□苦手なことにも、挑
戦しようとすることがで
きる
□あきらめずに最後ま
でがんばることができ
る

□特定の教員（担任
等）と一緒に活動する
ことができる
□特定の教員（担任
等）と意思疎通ができ
る

□心や体の変化を理
解し、受け入れる
□感情や力のコント
ロールを学ぶ
□不安な感情を表出し
て処理する

□自分の身体が変化
することを知る
□自分の心の変化に
気づく
□自分の心身の状態
を把握する

□心身の体の成長を
肯定的に受け入れるこ
とができる。
□ストレスや不安を解
消する手段を持ち感情
や力をコントロールで
きる。
□将来を具体的に前
向きに考えることがで
きる□不安な感情が起こる
状況で、自分に合った
対応を知る
□ストレスを発散する
方法がある

□心や体の変化に対し
て、適切に対応できる
□感情や力をコント
ロールしようとする

BⅠ：心の調整

□簡単なルールのある
ゲームができる
□言葉かけ等で複数
の動き（走って跳ぶ等）
を連続することができ
る
□簡単な動作の模倣
ができる

□言葉かけや合図で
基本的な運動（歩く、走
る等）をすることができ
る
□教員の動きを見て、
自分で体を動かす（体
操等）ことができる

□立った状態で衣服や
靴の着脱等を一人で
行う
□階段や坂道の上り
下りを一人で行う

□衣服や靴の着脱等
を少しの支援で行う
□階段や坂道の上り
下りを少しの支援で行
う

□衣服や靴の着脱等
を教員と一緒に行う
□階段や坂道の上り
下りを教員と一緒に行
う

□自分の感情に合わ
せて歌ったり、踊ったり
する
□経験したものや事柄
を自分なりの表現で描
く

□音楽に合わせて手
をたたいたり、踊ったり
することを楽しむ
□好きなものを自分な
りの表現（みたて等）で
描く

□自分で音を出した
り、音楽（曲）にあわせ
て体を揺らしたりして
楽しむ
□絵を描くことに興味
をもつ

□感情や経験、想像し
たことを音楽（歌、器
楽、ダンスなど）で表現
することができる
□感情や経験、想像し
たことを絵で表現する
ことができる

□様々な植物や動物
に興味を持つ
□多くのジャンルの絵
や音楽に触れる

□好きな植物や動物
がある
□好きな音楽や絵等
がある

Ⅱ：自然や美への情緒や感情の育

み

□好意的に自然に触
れる生活習慣を持つ
□好きな芸術の製作
や観賞を生活に取り入
れる

□四季による身の回り
の環境変化を知る
□芸術の分類を知り、
好きな分類を探す
□芸術作品を制作し、
技術を向上させる

Ⅱ：助け合いを大切にする態度

□身の回りの物や動
植物の存在に気づく
□教員と一緒に身の回
りの物を丁寧に扱う

□身の回りの物や動
植物にふれる

□動植物の世話をする
ことを楽しむ
□野菜等の収穫を楽し
みにして育てる

□動植物などが変化
（成長）することに気づ
く
□季節や天気などが
変化することを知る

□身の回りの植物の
違い（様々な種類があ
ること）に気づく
□様々な生き物に興味
を持つ

□特定の教員（担任
等）との簡単な約束（～
ができたら～をしよう
等）を守ることができる

□学部や学校などの
ルール（廊下を走らな
い等）を守ることができ
る
□小集団の中で活動
することができる

□学級や学年などの
ルール（友だちを待
つ、集団に自分を合わ
せる等）を守ることがで
きる
□友だちの中で一緒に
活動することができる

□日常生活で必要な
決まり（手洗いをする・
歯みがきをする等）を
守ることができる
□時間（始まりの時
間、終わりの時間等）
を意識することができ
る

□気持ちが安定してい
るときには、教員と一
緒に一定時間待つこと
ができる
□サインで待つが分か
り、行動を一時とめるこ
とができる
□着席できる

□教員と一緒に順番を
守ることができる
□見通しがもてれば教
員と一緒に一定時間待
つことができる

□共有の道具を扱うと
きのルールを知ってい
る
□天気など自然現象
や自分の身体の変化
やその特徴について興
味関心を持つ

□自分のものや共有
の道具を大切にし、適
切に使うことができる
□動植物の良さや特
徴に気づき、興味関心
をもって接する

□身の回りのものや道
具を大切にし、適切に
使うことができる
□動植物を大切にし、
やさしい心で接するこ
とができる

Ⅱ：自然や環境を大切にする

□日常生活での廃棄
物の処理方法、および
自然保護や動物愛護
のルールを守る

□日常生活での廃棄
物がどうなるか、およ
び自然保護や動物愛
護のルールを理解する
□環境保全に必要な
課題を知る

□物や道具を扱うため
のルールを守って、大
切に扱うことができる
□動植物などの自然
や相手に敬意を払い、
大切にできる

□身近な道具やものを
正しく扱う
□身の回りの動植物に
興味を持って触れる

□自分がかけがえの
ない存在であることを
知る
□自分と同様に他の人
の命を大切にできる

□自分と他者は違うこ
とを受け入れることが
できる
□命の大切さを知る

□自分の得意なことに
自信をもって取り組む
□友だちのよいところ
に気づく

DⅠ：自他の大切さを認める態度

□身のまわりの物や遊
具の存在に気づく
□身のまわりの人の存
在に気づく
□興味のあるものに手
を伸ばす

□友だちや周りの人が
何をしているのかに興
味をもつ
□周りの人が使ってい
る物や遊具に興味をも
つ

□だれかのマネをする
□身近な友だちの存在
に気づく
□友だちと一緒の空間
にいることができる

□教員と友だちの中で
一緒に遊ぶ

□教員と1対１の関係
の中で遊ぶ
□友だちをつくることが
できる

□自分と友だちの違い
を知る
□集団の中で色々な
人との関わりを持つ

□自分の得意な活動
に積極的に参加できる
□自分の好きな活動に
積極的に参加できる

□身のまわりの物や遊
具であそぶことを楽し
める
□身のまわりの人に興
味をもつ

□同じクラスや同じグ
ループの児童生徒と同
じ場所で活動する
□身近な友だちに興味
をもつ

□特定の教員に関わり
を求める
□特定の教員と一緒
の空間にいることがで
きる

□教員の見守りや言
葉かけで、できる活動
を増やす

□身近な大人に褒めら
れることで、「できた」喜
びを経験する
□身近な大人に褒めら
れることを目標に、活
動することができる

□教員と一緒に活動で
きることを増やす

□「自分でできる」とい
う気持ちを持って活動
する
□何事にも挑戦する気
持ちを持つ

□繰り返し取り組むこ
とで、一人でできる活
動を増やす
□一人でできることに
達成感を持つ

□特定の教員（担任
等）となら、「やってみ
よう」と思う気持ちを持
つ

□得手不得手などの
自己理解を深める
□自分の得意分野で
貢献する喜びを知る
□自分らしさを求める

□友だちの得意なこと
を知る
□友だちの良いところ
を知る

□自分の好きな遊びや
遊具を増やす
□好きな物やあそびを
自分で選ぶ

□自分の得意なとこ
ろ・よいところを伸ばす
□友だちのよいところ
を認める

□好きな物や遊具で、
あそびを広げていく
（ごっこあそび等）
□好きな物や遊具を教
員や友だちと一緒に楽
しむことができる

□集団の中で簡単な
役割を果たすことがで
きる
□自分の役割を意識し
て活動する

□友だちを誘って遊ぶ
□友だちのお世話をす
る
□自分から友だちへ関
わろうとする

□不特定多数の人と
交流し、活動の場を広
げる
□周囲の人が困ってい
ることに気付き、手伝う
ことができる

□教員の急な手伝い
などの指示であって
も、やり遂げることがで
きる
□同じクラス、グループ
以外の児童生徒と協
力することを経験する

□特定の教員だけでな
く他の大人と関わるこ
とができる
□同じクラス、グループ
以外の児童生徒とも関
わることができる

□今大切なことは何か
を判断し、自分の感情
や欲求をコントロールし
ながら集団や他者のた
めに行動することがで
きる
□集団の中で自分の
役割を理解し、実践す
る
□集団全体を大きく見
ることができる
□集団の中で自分の
立ち位置を理解し、得
意なことを活かすこと
ができる

□友だちと一緒に遊ん
だり、関わったりするこ
とを楽しむ

□常に自他の尊厳に
配慮した態度をとるこ
とができる
□人権を尊重する態度
を養う

□自他を大切にする心
を育てる
□人権について知る


